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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成31年1月10日(2019.1.10)

【公開番号】特開2018-90048(P2018-90048A)
【公開日】平成30年6月14日(2018.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2018-022
【出願番号】特願2016-234034(P2016-234034)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｈ   1/32     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   6/04     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６１３Ａ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６１３Ｅ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６１３Ｇ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６１３Ｃ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     １０１Ｊ
   Ｆ２５Ｂ    6/04     　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｂ   43/00     　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月22日(2018.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載される空調装置であって、
　冷媒を圧縮する圧縮機と、
　冷媒と外気との間で熱交換を行う室外熱交換器と、
　前記車両の車室に導かれる空気の熱を冷媒に吸収させることで冷媒を蒸発させる蒸発器
と、
　前記車室に導かれる空気を前記圧縮機にて圧縮された冷媒の熱を用いて加熱する加熱器
と、
　前記室外熱交換器と前記蒸発器との間に配けられ、前記室外熱交換器を通過した冷媒を
減圧膨張させる膨張弁と、
　前記圧縮機と前記室外熱交換器との間に配けられ、前記圧縮機によって圧縮された冷媒
を減圧膨張させる絞り機構と、
　液相冷媒と気相冷媒とを分離させ、暖房運転時には前記室外熱交換器から流入する気相
冷媒を前記圧縮機に導き、冷房運転時には前記室外熱交換器から流入する液相冷媒を前記
膨張弁に導く気液分離器と、
　暖房運転時に前記膨張弁及び前記蒸発器をバイパスするように冷媒の流路を切り換える
第１流路切換弁と、
を備え、
　前記気液分離器は、
　冷媒を溜めるタンク部と、
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　前記第１流路切換弁と前記タンク部からの冷媒の出入口とを前記タンク部の上部に形成
する配管接続部と、を有し、
　前記気液分離器は、前記室外熱交換器よりも前記車両内の後方に配設され、
　前記圧縮機は、前記気液分離器よりも前記車両内の後方に配設される、
ことを特徴とする空調装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の空調装置であって、
　前記圧縮機の冷媒吸入口は、前記気液分離器から前記圧縮機に冷媒を導く前記配管接続
部の圧縮機配管接続部よりも下に配設される、
ことを特徴とする空調装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の空調装置であって、
　前記室外熱交換器の冷媒出口は、前記配管接続部よりも上に配設される、
ことを特徴とする空調装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の空調装置であって、
　前記室外熱交換器は、冷媒入口と比較して前記冷媒出口が上に位置し、
　前記気液分離器は、前記室外熱交換器の高さ方向寸法内に収まる、
ことを特徴とする空調装置。
【請求項５】
　請求項２から４のいずれか一つに記載の空調装置であって、
　前記蒸発器は、前記気液分離器よりも前記車両内の後方に配設され、
　前記配管接続部は、前記膨張弁に冷媒を導く第１接続配管と前記蒸発器を通過した冷媒
が戻る第２接続配管とが接続される蒸発器配管接続部を有し、
　前記蒸発器配管接続部は、前記車両の後方に向けて形成される、
ことを特徴とする空調装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の空調装置であって、
　前記圧縮機配管接続部は、前記車両の側方に向けて形成されて、前記気液分離器と前記
圧縮機とを接続する第３接続配管が接続される、
ことを特徴とする空調装置。
【請求項７】
　請求項５に記載の空調装置であって、
　前記圧縮機配管接続部は、前記車両の前方に向けて形成されて、前記気液分離器と前記
圧縮機とを接続する第３接続配管が接続され、
　前記第３接続配管は、前記第２接続配管と直線上に配設される、
ことを特徴とする空調装置。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載の空調装置であって、
　前記配管接続部は、冷房運転時に前記第１流路切換弁が作動することによって前記第２
接続配管と前記第３接続配管とを前記タンク部内を介さずに直接連通させる、
ことを特徴とする空調装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明のある態様によれば、車両に搭載される空調装置は、冷媒を圧縮する圧縮機と、
冷媒と外気との間で熱交換を行う室外熱交換器と、前記車両の車室に導かれる空気の熱を
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冷媒に吸収させることで冷媒を蒸発させる蒸発器と、前記車室に導かれる空気を前記圧縮
機にて圧縮された冷媒の熱を用いて加熱する加熱器と、前記室外熱交換器と前記蒸発器と
の間に配けられ、前記室外熱交換器を通過した冷媒を減圧膨張させる膨張弁と、前記圧縮
機と前記室外熱交換器との間に配けられ、前記圧縮機によって圧縮された冷媒を減圧膨張
させる絞り機構と、液相冷媒と気相冷媒とを分離させ、暖房運転時には前記室外熱交換器
から流入する気相冷媒を前記圧縮機に導き、冷房運転時には前記室外熱交換器から流入す
る液相冷媒を前記膨張弁に導く気液分離器と、暖房運転時に前記膨張弁及び前記蒸発器を
バイパスするように冷媒の流路を切り換える第１流路切換弁と、を備え、前記気液分離器
は、冷媒を溜めるタンク部と、前記第１流路切換弁と前記タンク部からの冷媒の出入口と
を前記タンク部の上部に形成する配管接続部と、を有し、前記気液分離器は、前記室外熱
交換器よりも前記車両内の後方に配設され、前記圧縮機は、前記気液分離器よりも前記車
両内の後方に配設される、ことを特徴とする。
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